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～ 村民の声を行政へ ～
一般質問　令和5年第6回国頭村議会（9月定例会）
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村税
6億4,499万8千円

10.1%

国庫支出金
6億679万8千円

9.5%

県支出金
5億3,805万1千円

8.4%

地方交付税
26億8,390万5千円

41.8%

寄附金
2億3,941万5千円

3.7%

財産収入
5,777万2千円
0.9%

議会費
6,423万5千円
1.1%

村債
3億2,500万9千円

5.1%

諸支出金
5億2,382万4千円

8.7%

諸収入
710万5千円
0.1%

その他の依存財源
1,163万2千円
0.2%

繰入金
2億4,552万2千円

3.8%

衛生費
4億5,833万8千円

7.6%

繰越金
6億5,505万8千円

10.2%

農林水産業費
5億1,589万6千円

8.6%

諸収入
1億563万3千円

1.6%

商工費
5億4,536万4千円

9.1%

その他の自主財源
5,940万7千円
0.9%

土木費
2億1,460万4千円

3.6%

地方譲与税
3,475万6千円
0.5%

地方消費税交付金
1億401万4千円

1.6%

消防費
1億9,635万円
3.3%

災害復旧費
788万2千円
0.1%

国有提供施設等
所在市町村助成交付金

9,516万円
1.5%

歳入

歳出

自主財源
31.3%

依存財源
68.7%

総務費
12億1,852万円
20.3%

民生費
6億5,201万1千円

10.9%

教育費
8億7,923万8千円

14.7%

公債費
7億1,590万6千円

11.9%

令和4年度決算
一般会計歳入総額
64億1,423万6千円
一般会計歳出総額
59億9,216万8千円

厳しい経済情勢の中で、財政の健全な運営がなされており、ふるさと納税寄付金、税収等の自主財源や地方
交付税等の歳入はほぼ順調に推移している。今後は限られた財源の中で地域の実情に合わせた柔軟な事業の
選択と公共性を注視した費用対効果の高い事業を重点的に、質の高い行政サービス提供に努めて頂きたい。

監査委員意見

※その他の依存財源は、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、自動車取得
税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金です。
※その他自主財源は、分担金及び負担金、使用料及び手数料です。

※千円未満切り捨て等の関係で合計等は必ずしも一致しない

村民1人当たりの
収めた税金額は?

143,333円

村民1人当たりに
使われた金額は?

1,331,593円

議会費 14,274円
総務費 270,782円
民生費 144,891円
衛生費 101,853円
農林水産業費 114,644円
商工費 121,192円
土木費 47,690円
消防費 43,633円
教育費 195,386円
災害復旧費 1,752円
公債費 159,090円
諸支出金 116,406円

内　訳

【参考】
令和５年3月末住民基本台帳
人口	 4,500人

（外国人含む）

一般会計歳入決算構成比
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一般会計歳出決算構成比

項　目
会　計

歳入決算額
（A）

歳出決算額
（B）

形式収支
（A）－（B）
（C）

翌年度に
繰越すべき財源
（D）

実質収支
（C）－（D）
（E）

一　般　会　計 6,414,236 5,992,168 422,068 96,660 325,408

国民健康保険特別会計 721,375 721,054 321 0 321

簡易水道特別会計 220,386 197,712 22,674 13,788 8,886

後期高齢者医療特別会計 57,966 54,690 3,276 0 3,276

計 7,413,963 6,965,624 448,339 110,448 337,891

会計支出の決算状況（令和4年度決算） （単位：千円）

年  度
区  分 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度

経 常 収 支 比 率 87.2 78.1 85.4 79.7 87.7 79.7 80.0 74.2 87.1

実質公債費比率 7.8 6.9 6.5 6.4 6.5 6.7 6.8 7.1 7.4

財 政 力 指 数 0.20 0.20 0.21 0.21 0.21 0.21 0.22 0.21 0.20

普通会計に基づく財政指数 （単位：％）

用語の解説

● 経営収支比率
財政構造の弾力性を表す

比率。人件費、扶助費、公債
費等の経常的経費に村税、
地方譲与税、各種交付金等
の経常一般財源がどの程度
充当されたかを見る指標で、
一般的に70パーセント以下
が健全財源の目安です。

● 実質公債費比率
自治体収入に対する借
金返済額の比率を示す。18
パーセント以上になると、新
たに地方債を発行して借金
する際、財政運営の計画を
たてて国や県の許可が必要
となります。
また、25パーセント以上
は単独事業の地方債が一部
認められなくなり、起債制限
団体となります。

● 財政力指数
財政力を示す指標で、この
数値が「1」以上あれば財源
に余裕があり地方交付税の
不交付団体となります。
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令和5年第6回 定例会（9月）
議案番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議案第43号 令和5年度国頭村一般会計
補正予算（第4号） 142,811千円の増額補正 原案可決

（全会一致）

議案第44号
令和5年度国頭村国民健康
保険特別会計補正予算（第
2号）

備品購入費から委託料へ525千円の補正（予算総
額増減なし）

原案可決
（全会一致）

議案第45号 令和5年度国頭村簡易水道
特別会計補正予算（第2号） 700千円の増額補正 原案可決

（全会一致）

議案第46号
国頭村固定資産税の課税免
除に関する条例の一部を改
正する条例について

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の
基盤強化に関する法律第26条の地方公共団体等
を定める省令の一部改正に伴い、本条例の一部を
改正する必要がある。

原案可決
（全会一致）

議案第47号
国頭村農業委員会の委員の
過半数を認定農業者で占め
ることを要しない場合の同
意について

認定農業者が委員の過半数を占めることを要しな
い場合において、農業委員会等に関する法律施行規
則第2条第1号を適する場合は、議会の同意を得る
必要があるため。

原案同意
（全会一致）

議案第48号 国頭村農業委員会の委員の
任命について

国頭村字安田192番地
古堅 正幸（昭和28年2月28日生）

原案同意
（全会一致）

議案第49号 国頭村農業委員会の委員の
任命について

国頭村字宇良47番地2
平良 昭也（昭和25年1月21日生）

原案同意
（全会一致）

議案第50号 国頭村農業委員会の委員の
任命について

国頭村字辺土名1179番地
仲宗根 隆（昭和46年6月21日生）

原案同意
（全会一致）

議案第51号 国頭村農業委員会の委員の
任命について

国頭村字比地171番地
大城 健治（昭和36年12月15日生）

原案同意
（全会一致）

議案第52号 国頭村農業委員会の委員の
任命について

国頭村字安波567番地
比嘉美榮子（昭和27年5月1日生）

原案同意
（全会一致）

議案第53号
スポーツコンベンション観
光振興事業備品等運搬車両
備品の取得について

取得数量：2トントラック1台
取得金額：5,263,769円
契約の相手方：いすゞ自動車九州株式会社

原案可決
（全会一致）

議案第54号 やんばる学びの森遊歩道改
修工事請負契約について

契約の方法：指名競争入札
契約の金額：135,575,000円
契約の相手方：株式会社  北勝建設

原案可決
（全会一致）

議案第55号 安波小学校改修工事請負契
約について

契約の方法：指名競争入札
契約の金額：122,980,000円
契約の相手方：有限会社  陽功建設

原案可決
（全会一致）

議案第56号 国頭村宅地分譲地造成整備
工事請負契約について

契約の方法：指名競争入札
契約の金額：96,352,300円
契約の相手方：大同建設株式会社

原案可決
（全会一致）

認定第1号 令和4年度国頭村一般会計
歳入歳出決算認定について

歳入総額：6,414,236千円
歳出総額：5,992,168千円
差引額：422,068千円
繰越額：96,660千円
実質収支額：325,408千円

原案認定
（全会一致）

認定第2号
令和4年度国頭村国民健康
保険特別会計歳入歳出決算
認定について

歳入総額：721,375千円
歳出総額：721,054千円
差引額：321千円
繰越額：0円
実質収支額：321千円

原案認定
（全会一致）
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令和5年第7回 臨時会（11月）
議案番号 件　　名 議案等の概要 結　果

議案第57号
国頭村職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例
について

沖縄県人事委員会の給与勧告及び他市町村の給与
改定等を考慮し、給与改定を行う

原案可決
（全会一致）

議案第58号
単純な労務に雇用される職
員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部を改正す
る条例について

沖縄県人事委員会の給与勧告及び他市町村の給与
改定等を考慮し、給与改定を行う

原案可決
（全会一致）

議案第59号 令和5年度国頭村一般会計
補正予算（第5号） 226,837千円の増額補正 原案可決

（全会一致）

議案第60号 令和5年度国頭村簡易水道
特別会計補正予算（第3号） 33,118千円の増額補正 原案可決

（全会一致）

議案第61号
奥水源地ポンプ設備及び
取水井戸工事請負契約に
ついて

契約の方法：指名競争入札
契約の金額：62,205,000円
契約の相手方：有限会社　国栄建設

原案可決
（全会一致）

議案第62号 車両の取得について
（マイクロバス）

取得数量：１台
取得金額：7,453,930円
契約の相手方：沖縄ふそう自動車（株）北部営業所

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　名 議案等の概要 結　果

報告第3号
令和4年度国頭村簡易水道
特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入総額：220,386千円
歳出総額：197,712千円
差引額：22,674千円
繰越額：13,788円
実質収支額：8,886千円

原案認定
（全会一致）

認定第4号
令和4年度国頭村後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決
算認定について

歳入総額：57,966千円
歳出総額：54,690千円
差引額：3,276千円
繰越額：0円
実質収支額：3,276千円

原案認定
（全会一致）

報告第6号
令和4年度沖縄県町村土地
開発公社事業報告及び決算
報告書の報告について

地方自治法施行令第243条の3第2項の規定によ
る報告 報告

報告第7号
令和5年度に公表する財政
健全化判断比率及び資金不
足比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第3条
第1項及び第22条第1項の規定による報告 報告

報告第8号
令和4年度国頭村観光物産
株式会社営業報告及び決算
報告書の報告について

地方自治法施行令第243条の3第2項の規定によ
る報告 報告

意見書案
第1号

森林環境譲与税の譲与基準
の見直しを求める意見書

現在の森林環境譲与税の譲与基準では、市町村有
林の森林整備に充てる所要予算確保のための課題
は残されたままとなっており、森林整備への影響が
懸念されるため。

原案可決
（全会一致）

意見書案
第2号

北部地区における透析診療
に関する意見書

北部地域における透析治療の必要性は高まってい
るが、透析患者に適切な治療が提供できていない。
早急に透析導入病院の機能向上を図り、透析治療
の利用可能性を向上させる必要があるため。

原案可決
（全会一致）
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円
、
支
出
合
計
が
約

5
千
7
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
経
営
状
況
で

し
た
が
、
少
し
ず
つ
経
営
回
復
の
兆

し
が
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

問 

辺
戸
岬
観
光
拠
点
施
設
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

答 

村
長

　
1
階
観
光
案
内
所
の
入
館
者
数
は

3
万
8
，6
3
6
名
と
な
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
前
程
度
に
回
復
し
て
い
ま

す
。

　
2
階
ふ
し
く
ぶ
カ
フ
ェ
に
つ
い
て

は
、
令
和
4
年
7
月
よ
り
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
年
間
入
店
者

数
1
万
9
，6
3
0
名
、
年
間
売
上

1
，5
8
5
万
8
，2
0
6
円
と
入
店

者
数
、
売
上
と
も
に
安
定
し
て
お
り

ま
す
。

問 

国
頭
村
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

答 

村
長

　

観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
の
フ
リ
ー
ラ

ン
チ
の
入
込
み
に
よ
り
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
飲
食
テ
ナ
ン
ト
の
利
用
も

増
加
し
、
創
業
以
来
過
去
最
高
の

2
億
6
，6
0
9
万
円
の
売
上
を
計

上
し
、
純
利
益
も
7
5
4
万
5
千
円

と
な
り
増
収
増
益
の
決
算
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
累
積
欠
損
金
も
2
5
3
万

2
千
円
の
残
と
な
り
、
累
積
欠
損
金

の
解
消
も
見
込
ま
れ
大
幅
な
経
営
改

善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

問 

国
頭
村
森
林
公
園
の
経
営
状
況

に
つ
い
て

答 
村
長

　
利
用
者
が
前
年
度
比
74
％
、
収
入

は
前
年
度
比
2
6
9
％
と
な
っ
て
お

り
、
人
件
費
増
加
等
の
理
由
か
ら
赤

字
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問 

国
頭
村
地
産
地
消
促
進
に
つ
い
て

答 

村
長

　
国
頭
村
地
産
地
消
促
進
基
本
計
画

に
お
い
て
、
4
つ
の
推
進
方
策
を
設

け
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
1
安
全
・
安
心
か
つ
持
続
・
安
定

的
な
農
林
水
産
物
の
供
給
の
確
保　

2
村
内
の
流
通
拡
大
と
消
費
促
進

3
多
様
な
主
体
・
事
業
と
の
連
携
に

よ
る
消
費
拡
大
4
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
推
進
体
制
の
確
保
。

　
村
で
は
農
業
振
興
補
助
金
を
は
じ

め
、
耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
等
を
は

じ
め
と
す
る
数
多
く
の
事
業
を
実
施

し
、
生
産
体
制
の
強
化
、
担
い
手
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問 

ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い
て

答 

村
長

　
岸
田
首
相
か
ら
「
国
立
公
園
に
お

け
る
滞
在
体
験
の
魅
力
向
上
の
た

め
の
先
端
モ
デ
ル
事
業
」
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
っ
た
。
本
事
業
は
国
立

公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、

国
立
公
園
の
利
用
の
高
付
加
価
値
化

の
実
現
に
向
け
て
、
環
境
省
の
事
業

と
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
事
業
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て

は
、
よ
り
国
立
公
園
の
利
活
用
を
推

進
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
へ
の
誘
客

促
進
が
図
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

知花	正寛
議員
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一般質問 9月の定例議会
　
国
頭
村
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
人
口
を
維
持
・
増
加
さ
せ

る
に
は
、
定
住
条
件
の
整
備
や
雇
用

の
場
と
な
る
産
業
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、
移
住
希
望
者
を
持
続
的
に
受

け
入
れ
る
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
。

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る

が
ゆ
え
、
住
宅
建
設
可
能
な
場
所
が

小
さ
く
新
た
な
住
居
の
確
保
が
困
難

で
あ
り
、
U
タ
ー
ン
者
や
移
住
者
の

受
け
入
れ
な
ど
の
た
め
の
宅
地
の
供

給
や
住
宅
整
備
、
空
き
家
を
活
用
し

た
住
宅
政
策
を
推
進
、
ま
た
観
光
情

報
の
発
信
を
一
元
化
し
、
観
光
協
会

を
中
心
に
観
光
情
報
の
発
信
に
努
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
不
動
産
事
業
者
等

の
民
間
の
力
も
活
用
し
、
村
内
の
住

宅
供
給
や
不
動
産
の
維
持
管
理
、
借

手
・
貸
手
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
、
住

宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
や
ミ
ニ
開
発
に
よ

る
宅
地
の
供
給
等
を
進
め
る
と
あ
る
。

問 

村
民
へ
の
事
業
説
明
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
本
事
業
を
活
用
し
、
「
国
頭
村
宅

地
分
譲
地
整
備
」
を
今
年
度
竣
工
予

定
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
事
業
の
説
明
・
周
知
方
法
に
つ
い

て
は
、
村
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
活
用
し
、
広
く
周
知
す
る

予
定
で
す
。

問 

販
売
開
始
予
定
を
伺
う
。

答 

村
長

　
販
売
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
令

和
6
年
4
月
以
降
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
工
事
及
び
登
記
手
続
等
の

進
捗
状
況
に
よ
り
変
動
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

問 

宅
地
購
入
希
望
者
分
譲
条
件
を

伺
う
。

答 

村
長

　
宅
地
購
入
希
望
者
資
格
及
び
分
譲

条
件
等
に
つ
い
て
は
、
公
布
済
み
で

あ
る
「
国
頭
村
宅
地
分
譲
規
程
」
及

び
「
施
行
要
領
」
を
精
査
し
、
現
在

の
ニ
ー
ズ
、
施
策
に
合
う
改
正
案
を

12
月
を
め
ど
に
作
成
で
き
る
よ
う
現

在
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問 

村
内
の
若
い
方
々
、
二
男
、
三

男
等
々
と
い
う
の
は
住
宅
を
建
て
る
、

確
保
す
る
と
い
う
の
は
困
難
で
あ
り
、

国
頭
村
に
や
っ
ぱ
り
住
み
た
い
持

ち
家
を
持
ち
た
い
、
そ
う
い
っ
た
方

も
多
々
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
方
々
の
需
要
に
対
し
て
ど
う

応
え
て
い
く
の
か
。

答 

與
儀
光
浩 

企
画
政
策
課
長

　
今
言
わ
れ
た
意
見
等
も
十
分
に
加

味
し
な
が
ら
、
村
内
定
住
も
一
つ
の

視
野
に
、
人
口
を
減
ら
さ
な
い
施
策

と
い
う
の
も
一
つ
の
定
住
に
つ
な
が

る
も
の
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
も
加
味
し
な
が
ら
、
要
綱
、
要
領

に
つ
い
て
は
今
後
定
め
て
い
き
た
い
。

問 

親
し
み
が
あ
り
慣
れ
た
こ
の
地

域
で
ず
っ
と
住
ん
で
い
き
た
い
と
、

子
ど
も
た
ち
も
育
て
上
げ
た
い
と
。

オ
ジ
ー
、
オ
バ
ー
た
ち
も
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
福
祉
関
係
に
し
て
も
つ

な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
よ
ね
。
在

宅
と
か
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ア
的
な
も
の
、

そ
う
い
っ
た
も
の
も
含
め
て
し
っ
か

り
と
考
え
て
い
っ
て
、
村
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
の
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
。

答 

村
長

　
ま
ず
は
地
元
に
い
る
人
た
ち
を
優

先
に
し
て
、
例
え
ば
分
譲
地
が
売
れ

残
っ
た
と
な
っ
た
場
合
に
、
次
は
I

タ
ー
ン
、
U
タ
ー
ン
、
村
外
の
人
を

入
れ
る
の
か
、
そ
う
い
う
優
先
順
位

的
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
実
際
、
不
動
産
業
者
や
、
購
入

し
て
も
い
い
で
す
が
と
い
う
話
が
来

て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
は
最
後
で
す
、

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
と
話
し
て
い

る
。
先
ほ
ど
あ
っ
た
12
月
ま
で
に
は

そ
の
案
を
作
成
す
る
予
定
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
庁
内
で
詰
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問 

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
限
定
公
開
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
至
っ
た
経
緯
を
伺
う
。

答 

村
長

　
今
回
の
限
定
公
開
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
今
年
6
月
29
日
の

「
沖
縄
こ
ど
も
の
国
に
お
け
る
ヤ
ン

バ
ル
ク
イ
ナ
限
定
公
開
に
係
る
臨
時

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
お
い
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

与儀	一人
議員

過
疎
地
域
集
落
再
整
備
事
業

（
定
住
促
進
団
地
整
備
事
業
）

に
つ
い
て
の
村
の
考
え
は

沖
縄
こ
ど
も
の
国
で
は
、
一

か
所
で
の
飼
育
に
よ
る
災
害

や
感
染
症
等
の
リ
ス
ク
を
避

け
る
た
め
の
危
険
分
散
と
し

て
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
を
飼
育

し
て
い
ま
す
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一般質問9月の定例議会

問 

や
ん
ば
る
の
森
が
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
年
々
国
頭
村
を
訪

れ
る
観
光
客
、
入
山
す
る
観
光
客
、

登
山
者
が
増
え
て
い
る
現
状
に
あ
り

ま
す
。
県
道
2
号
線
の
道
路
状
況
に

関
し
て
は
、
急
カ
ー
ブ
や
急
勾
配
の

多
い
道
路
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急
時

や
雨
天
時
に
は
特
に
危
険
性
が
高
ま

る
道
路
に
な
る
た
め
、
過
去
に
は
幾

多
の
事
故
が
起
こ
っ
た
場
所
と
し
て

記
憶
に
残
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
県
道
70
号

線
・
2
号
線
に
つ
い
て
国
道
へ
の
格

上
げ
を
要
請
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、
村
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
県
道
2
号
線
と
70
号
線
は
国
道
58

号
に
結
ぶ
、
村
内
で
も
非
常
に
重
要

な
主
要
な
道
路
と
認
識
を
し
て
お
り

ま
す
。
県
道
2
号
線
、
70
号
線
を
国

道
へ
の
格
上
げ
の
可
能
性
に
つ
い
て

北
部
国
道
事
務
所
、
沖
縄
県
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
北
部
国
道
事
務
所
と

し
て
は
沖
縄
県
か
ら
の
格
上
げ
要
望

等
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
沖
縄
県
は
、
両
県
道
を
国
道

格
上
げ
に
つ
い
て
検
討
は
し
て
い
な

い
と
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
県
道
の
安
全
な
通
行
が

で
き
る
よ
う
、
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
必
要
に
応
じ
て
今
後
も
県
に
要
請

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
以
上
で

ご
ざ
い
ま
す
。

問 
県
道
2
号
線
は
東
西
間
を
結
ぶ

横
断
道
路
で
あ
り
、
安
田
・
安
波
区

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
日
常
生

活
を
維
持
す
る
た
め
の
生
活
道
路
に

も
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
副
村

長
に
は
職
員
時
代
か
ら
今
日
ま
で
約

40
年
に
わ
た
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
利
用

さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
国
道
を
利
用

す
る
た
び
に
ど
の
よ
う
な
思
い
で
利

用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

答 

宮
城
明
正 

副
村
長

　
急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配
が
あ
る
と
こ

ろ
は
、
私
も
毎
日
通
勤
し
な
が
ら
危

険
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
特
に

初
め
て
通
る
観
光
客
等
に
つ
い
て
は
、

恐
ら
く
そ
の
危
険
な
箇
所
は
、
事
故

の
可
能
性
も
十
分
あ
る
だ
ろ
う
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
御

質
問
の
あ
っ
た
、
東
西
間
の
格
差
を

是
正
す
る
道
路
交
通
の
円
滑
化
と
産

業
の
振
興
等
を
含
め
て
重
要
な
東
西

間
を
結
ぶ
道
路
だ
と
い
う
ふ
う
に
は

常
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
平
成
28
年
に
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
感
覚
的
に

交
通
量
も
若
干
増
え
て
い
る
よ
う
な

感
じ
も
い
た
し
ま
す
の
で
、
安
全
道

路
上
良
好
な
道
路
環
境
の
改
善
は
必

要
な
の
か
な
と
常
に
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員
意
見 

今
か
ら
5
、
6
年
ぐ
ら

い
前
に
当
時
の
北
部
議
長
会
で
世
界

自
然
遺
産
知
床
半
島
の
視
察
研
修
へ

行
き
ま
し
た
。
知
床
半
島
を
横
断
し

て
い
る
道
路
が
国
道
3
3
4
号
で
あ

り
、
知
床
半
島
が
国
立
公
園
の
指
定

後
に
整
備
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

国
道
入
り
口
の
斜
里
町
に
は
、
世
界

自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
そ
の

周
辺
に
は
斜
里
町
と
姉
妹
都
市
を
結

ぶ
竹
富
町
の
資
料
館
あ
る
い
は
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
等
も
立
ち
並
び
、
多

く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
岬
の
ほ
う
の
北
方
四
島

が
見
え
る
羅
臼
町
に
は
知
床
半
島
世

界
自
然
遺
産
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等

が
あ
り
ま
し
て
、
こ
ち
ら
も
非
常
に

多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
執
行
部
に

も
視
察
す
れ
ば
、
色
ん
な
ア
イ
デ
ア
、

企
画
が
湧
い
て
く
る
か
と
思
い
ま
す

の
で
視
察
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

金城	利光
議員

県
道
70
号
線
、
県
道
2
号
線

を
国
道
へ
格
上
げ
す
る
こ
と

に
つ
い
て
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一般質問 9月の定例議会

問 

台
風
6
号
に
よ
る
影
響
で
、
国

頭
村
に
お
い
て
も
長
時
間
の
停
電
や

貯
蔵
食
品
の
腐
敗
な
ど
数
多
く
の
声

が
聴
か
れ
た
。
行
政
か
ら
沖
縄
電
力

へ
の
長
期
停
電
防
止
対
策
を
要
請
し

て
ほ
し
い
。
収
穫
前
の
パ
イ
ン
ア
ッ

プ
ル
や
温
州
み
か
ん
は
甚
大
な
被
害

と
な
り
、
行
政
と
し
て
な
ん
ら
か
の

て
だ
て
を
考
え
て
い
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
冠
水
被
害

は
辺
土
名
、
奥
間
地
域
で
慢
性
化
し
、

一
向
に
改
善
さ
れ
な
い
原
因
と
今
後

の
対
策
を
伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
7
月
28
日
に
発
生
し
た
台
風
6
号

に
よ
り
、
長
い
期
間
、
大
荒
れ
の
天

候
と
な
り
ま
し
た
。
停
電
に
つ
い
て

は
、
本
村
だ
け
で
は
な
く
本
島
北
部

地
域
を
含
め
広
く
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
9
月
8
日
に
、
沖
縄

電
力
な
ど
に
対
し
、
北
部
市
町
村
会

及
び
北
部
振
興
会
で
「
送
配
電
設
備

の
強
靭
化
」
や
「
停
電
か
ら
の
迅
速

な
復
旧
」
に
つ
い
て
、
要
請
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
農
作
物
へ
の
被
害
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
パ
イ
ン

ア
ッ
プ
ル
や
温
州
み
か
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
作
物
で
台
風
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
方
々
に
と
っ
て
は
収
穫
量

や
販
売
量
の
減
少
に
よ
る
収
入
の
減
、

被
害
を
被
っ
た
施
設
等
の
再
建
へ
の

費
用
の
捻
出
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
国
や
県
も
支

援
策
の
検
討
に
着
手
し
た
よ
う
で

あ
り
ま
す
の
で
、
国
頭
村
と
し
て
は
、

国
や
県
の
支
援
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
必
要
な
支
援
策
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
奥
間
土
地
改
良
区
内
に
お

い
て
は
大
雨
の
際
、
た
び
た
び
冠
水

す
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
昭
和
50
年
代
に
整
備

さ
れ
た
土
地
改
良
区
で
以
前
は
水
田

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
畑
と
し
て
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
田
畑

共
用
農
地
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
周
辺
の
土
地
よ
り
も

低
い
箇
所
が
散
在
し
、
大
雨
時
の
冠

水
は
慢
性
的
な
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
改
善
に
つ
い
て
は
沖

縄
県
及
び
関
係
機
関
と
も
調
整
し
公

共
補
助
事
業
等
も
視
野
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問 

村
長
就
任
か
ら
3
年
6
カ
月
が

過
ぎ
た
。
就
任
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
緊
急

事
態
宣
言
や
、
蔓
延
防
止
等
重
点
措

置
な
ど
通
常
業
務
が
厳
し
い
状
況
の

中
で
、
庁
舎
建
設
・
世
界
自
然
遺
産

登
録
・
人
口
減
少
対
策
・
産
業
振
興

や
観
光
振
興
等
々
に
力
を
注
ぎ
、
村

民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
各
種
施
策
の

実
現
に
努
力
し
た
。
ま
た
、
北
部
振

興
会
会
長
、
北
部
市
町
村
会
副
会
長
、

沖
縄
県
森
林
協
会
会
長
な
ど
多
岐
に

渡
る
職
務
を
兼
任
し
、
大
変
ご
苦
労

様
で
す
。
次
期
村
長
選
挙
に
つ
い
て

村
長
の
出
馬
意
向
を
う
か
が
い
ま
す

答 

村
長

　
私
は
就
任
か
ら
2
年
間
は
、
主
に

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
コ
ロ
ナ

対
策
の
対
応
に
追
わ
れ
て
き
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
就
任
か
ら
村
の
課

題
で
あ
り
ま
す
人
口
減
少
解
決
に
向

け
、
子
育
て
支
援
と
し
て
令
和
3
年

度
か
ら
こ
ど
も
園
利
用
者
負
担
金
の

半
額
免
除
、
令
和
4
年
度
か
ら
こ
ど

も
園
、
小
中
学
校
の
給
食
費
の
完
全

無
償
化
、
令
和
5
年
度
か
ら
小
中
学

校
修
学
旅
行
費
の
助
成
な
ど
を
実
施

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
以
前

か
ら
要
望
の
あ
り
ま
し
た
遊
具
を
備

え
た
児
童
公
園
を
旧
幼
稚
園
敷
地
に

現
在
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
に
は
、

住
宅
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
空
き
家
の
活
用
や

利
用
さ
れ
て
い
な
い
共
同
住
宅
を
改

修
し
、
有
効
に
活
用
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
宅
地
分
譲
と
し
て
現

在
14
区
画
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
世
界
自
然
遺
産
地
域

と
し
て
観
光
産
業
の
振
興
、
新
た
な

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
星
空
観
光

を
推
進
し
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
す

る
に
は
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設

の
誘
致
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。
農
林

水
産
業
に
つ
い
て
も
遊
休
農
地
の
解

消
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
水
産
、
林

業
の
振
興
に
も
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
課
題

の
解
決
と
村
政
の
発
展
、
福
祉
の
向

上
を
図
り
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る

村
づ
く
り
に
向
け
、
来
年
3
月
予
定

の
村
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ
と
を

表
明
い
た
し
ま
す
。

宮城	誠
議員

台
風
6
号
被
害
状
況
と

今
後
の
対
策

知
花
村
長
の
2
期
目
の

立
候
補
に
つ
い
て
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一般質問9月の定例議会

問 

防
災
マ
ッ
プ
の
内
容
に
つ
い
て

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は

答 

知
花
靖 

村
長

　
防
災
マ
ッ
プ
は
平
成
27
年
度
に
初

版
を
作
成
し
、
平
成
30
年
度
に
更
新

を
行
っ
て
い
る
。

　
昨
年
度
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
連
携
し
た
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を

行
い
、
現
在
、
ネ
ッ
ト
で
の
公
開
を

準
備
し
て
い
る
。

議
員
意
見 

他
市
町
村
に
は
非
常
に

見
や
す
い
分
か
り
や
す
い
防
災
情
報

を
公
開
し
て
い
る
是
非
参
考
に
し
て

誰
で
も
分
か
り
や
す
い
も
の
を
作
成

し
て
ほ
し
い
。

問 

避
難
場
所
の
開
放
、
収
容
は

答 

村
長

　
避
難
場
所
の
開
放
は
、
主
に
台
風

や
豪
雨
時
が
想
定
さ
れ
、
大
雨
警
報

と
そ
の
後
に
発
令
さ
れ
る
土
砂
災
害

警
戒
情
報
を
基
に
設
置
を
判
断
し
て

い
る
。

　
収
容
に
つ
い
て
は
、
村
内
45
施
設

を
災
害
別
で
避
難
所
に
指
定
し
て
お

り
、
収
容
人
数
は
施
設
ご
と
に
異
な

る
。

問 

避
難
場
所
が
開
い
て
い
る
か
、

ど
の
く
ら
い
収
容
で
き
る
か
の
問
い

合
わ
せ
は

答 

山
城
修 

総
務
課
長

　
各
避
難
所
の
開
設
は
各
公
民
館
を

管
理
し
て
い
る
各
区
長
に
警
報
が
出

る
前
に
避
難
者
の
受
入
れ
と
避
難
所

の
開
設
の
準
備
を
お
願
い
し
て
い
る
。

区
民
か
ら
の
問
合
せ
は
区
長
が
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
人
数
な
ど

も
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
収

容
人
数
の
表
記
は
そ
の
避
難
場
所
に

表
記
し
て
い
な
い
。

　
今
後
、
防
災
の
情
報
発
信
と
併
せ

て
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

問 

備
蓄
品
は
何
が
、
ど
の
く
ら
い
、

ど
こ
に
あ
る
の
か

答 

村
長

　
水
や
非
常
食
3
食
セ
ッ
ト
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
で
発
電
す
る
発
電
機
な
ど
、

村
内
の
各
避
難
所
に
配
置
し
て
い

る
。
備
蓄
量
は
各
避
難
所
で
管
理
し
、

補
充
用
を
含
め
役
場
や
総
合
体
育

館
、
屋
内
運
動
場
、
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
備
蓄
倉
庫
に
、
水
3
1
3

ケ
ー
ス
、
非
常
食
3
食
セ
ッ
ト
な
ど

2
6
8
ケ
ー
ス
を
保
管
し
て
い
る
。

問 

賞
味
期
限
、
消
費
期
限
が
あ
る

備
蓄
食
品
は
ど
う
し
て
い
る
の
か

　

乳
幼
児
用
の
ミ
ル
ク
や
ベ
ビ
ー

フ
ー
ド
の
備
え
は
あ
る
の
か

答 

総
務
課
長

　
賞
味
期
限
が
あ
る
備
蓄
に
つ
い
て

は
入
れ
替
え
を
検
討
す
る
。

　
粉
ミ
ル
ク
、
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
、
紙

お
む
つ
の
備
蓄
も
多
く
は
な
い
が
備

蓄
し
て
い
る
。

問 

多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
た
時
の

対
応
は

答 

村
長

　
災
害
救
助
法
に
よ
る
応
急
仮
設
住

宅
の
設
置
な
ど
、
県
と
連
携
し
て
必

要
な
救
助
を
実
施
す
る
。

議
員
意
見 

地
球
上
ど
こ
で
起
こ
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
地
震
に
備
え
る

の
は
非
常
に
難
し
い
。
今
か
ら
が
ど

の
ぐ
ら
い
建
物
が
倒
壊
す
る
か
予
測

し
迅
速
な
対
応
を
期
待
す
る

問 

国
民
保
護
に
つ
い
て
、
避
難
実

施
要
領
の
策
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か

答 

村
長

　
国
民
保
護
事
案
が
発
生
し
た
場
合
、

住
民
の
避
難
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、

県
や
関
係
機
関
と
協
力
し
て
実
施
す

る
。
実
際
に
、
県
か
ら
避
難
の
指
示

が
あ
っ
た
と
き
は
、
避
難
実
施
要
領

を
定
め
る
、
あ
ら
か
じ
め
避
難
実
施

要
領
の
パ
タ
ー
ン
を
作
成
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
避
難
実
施
要
領
を
定

め
る
ケ
ー
ス
に
至
っ
て
い
な
い
が
、

武
力
攻
撃
事
態
等
に
備
え
避
難
実
施

要
領
パ
タ
ー
ン
作
成
を
検
討
し
て
い

る
。

議
員
意
見 

ど
ん
な
災
害
に
も
常
に

備
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い

情
報
を
い
つ
で
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
整
え
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

島袋	晴美
議員

国
頭
村
に
お
い
て
は

ど
の
よ
う
な
防
災
へ
の

取
り
組
み
、
対
策
が

取
ら
れ
て
い
る
か
伺
う

※茨城県境町の
　防災コンテナホテル（参考）
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一般質問 9月の定例議会
　

自
然
災
害
の
発
生
が
想
定
さ
れ

る
際
の
体
制
や
村
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
に
つ
い
て
検
証
が
必
要
と

感
じ
る
。
ま
た
、
特
に
台
風
の
影

響
に
よ
り
、
農
家
の
施
設
及
び
農

作
物
等
の
被
害
が
多
く
経
営
的
に

も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
事

や
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
停
電
・

断
水
・
食
糧
不
足
等
の
緊
急
対
策

に
つ
い
て
も
検
証
し
、
今
後
の
対

策
に
活
か
す
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

問 

指
定
福
祉
避
難
場
所
や
各
地
域

指
定
避
難
場
所
の
管
理
体
制
は

答 

知
花
靖 

村
長

　

避
難
所
と
し
て
は
、
施
設
管
理

者
で
あ
る
各
区
や
指
定
管
理
者
な

ど
で
受
入
れ
の
対
応
を
行
っ
て
お

り
、
備
蓄
品
に
つ
い
て
も
飲
料
水
、

食
料
の
期
限
や
在
庫
な
ど
管
理
し

て
い
る
。

問 

情
報
発
信
と
し
て
本
村
の
公
式

L
I
N
E
を
活
用
で
き
な
い
か

答 

村
長

　
迅
速
な
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て

S
N
S
の
活
用
も
有
効
だ
と
考
え
て

お
り
、
実
際
の
活
用
事
例
を
研
究
し

公
式
L
I
N
E
な
ど
開
設
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

本
村
に
お
け
る
農
業
保
険
（
収

入
保
険
・
農
業
共
済
）
の
加
入
率
を

伺
う
。
今
後
、
農
家
負
担
額
の
一
部

補
助
を
検
討
で
き
な
い
か

答 
村
長

　
国
の
支
援
が
あ
る
沖
縄
県
農
業
共

済
組
合
が
実
施
し
て
い
る
保
険
共

済
の
加
入
状
況
は
、
園
芸
施
設
共
済

10
農
家
、
畑
作
物
共
済
24
農
家
、
家

畜
共
済
10
農
家
、
収
入
保
険
1
農
家
、

合
計
45
農
家
が
加
入
し
て
い
る
状
況

で
す
。
今
回
の
台
風
で
は
多
く
の
農

家
が
収
入
減
少
の
影
響
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
収
入
保
険
加
入
者
に
も
同

様
な
補
助
制
度
を
設
け
よ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。

問 

道
路
が
寸
断
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
地
域
の
主
要
施
設
へ
の
小
型
風

車
発
電
シ
ス
テ
ム
や
大
型
発
電
機

リ
ー
ス
の
設
置
、
保
存
食
及
び
給
水

の
事
前
確
保
は
で
き
な
い
か

答 

村
長

　
備
蓄
品
な
ど
の
事
前
確
保
に
つ
い

て
は
、
常
備
の
備
蓄
飲
料
・
食
料
品

に
加
え
、
断
水
な
ど
に
備
え
た
生
活

水
用
の
車
両
や
大
型
発
電
機
の
リ
ー

ス
な
ど
緊
急
対
応
に
備
え
た
事
前
準

備
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
早
急
な

対
応
に
努
め
ま
す
。

　
本
村
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
が
令
和
4
年
3
月
に
策
定

さ
れ
、
本
村
が
率
先
し
て
対
策
に
取

り
組
み
、
自
ら
排
出
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
シ
ス
テ
ム
を

採
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

問 

C
O
2
削
減
目
標
と
し
て
具
体

的
な
実
行
計
画
は

答 

村
長

　
公
共
施
設
な
ど
電
気
及
び
燃
料
の

使
用
に
伴
い
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
抑
制
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
全
職
員
で
地
球
温
暖
化
問
題
に

関
す
る
認
識
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問 

高
騰
す
る
電
気
代
削
減
へ
向
け

て
の
対
策
と
考
え
は

答 

村
長

　
電
気
代
削
減
に
つ
い
て
は
、
不
必

要
な
箇
所
の
消
灯
や
電
気
系
統
の
設

備・機
器
の
保
守
管
理
、運
用
改
善
に

関
す
る
取
り
組
み
を
職
員一人一人
が

意
識
し
、無
駄
な
電
力
を
使
用
し
な
い

よ
う
徹
底
し
た
管
理
に
努
め
ま
す
。

問 

太
陽
光
発
電
機
器
や
L
E
D
化

促
進
、
ま
た
公
用
車
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
・
電
気
自
動
車
導
入
計
画
は

答 

村
長

　
各
集
落
の
防
犯
灯
は
全
て
L
E
D

に
取
り
換
え
、
そ
の
他
の
各
公
共
施

設
と
街
路
灯
に
つ
い
て
は
、
現
在
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
星
空
保
護
区

に
向
け
た
光
害
対
策
に
つ
い
て
も
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
。

今
後
の
公
用
車
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
・
電
気
自
動
車
の
導
入
を

検
討
し
ま
す
。

問 

空
調
設
備
等
の
自
然
冷
媒
「
炭

化
水
素
ガ
ス
」
の
情
報
収
集
や
取
り

換
え
計
画
は

答 

村
長

　
自
然
媒
体
「
炭
化
水
素
ガ
ス
」
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
情
報
等
が

乏
し
く
各
自
治
体
の
活
用
事
例
等
を

参
考
に
検
討
し
ま
す
。

渡口	直樹
議員

自
然
災
害（
台
風
）の
被
害

対
応・今
後
の
対
策
に
つ
い
て

環
境
保
全
対
策
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
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問 

台
風
6
号
が
も
た
ら
し
た
農
家

へ
の
被
害
状
況
は
主
な
作
物
別
に
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
台
風
6
号
に
よ
る
農
家
の
被
害
状

況
と
主
な
作
物
別
被
害
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。
J
A
お
き
な
わ
の
担

当
指
導
員
に
よ
る
聞
取
り
等
調
査
に

よ
れ
ば
主
要
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き

び
に
つ
い
て
は
被
害
面
積
約
3
・
9

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
被
害
減
収
量
と
し
て

約
1
5
0
・
5
ト
ン
、
パ
イ
ン
ア
ッ

プ
ル
で
は
被
害
面
積
約
1
・
8
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
被
害
減
収
量
と
し
て
約

14
・
1
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
農
林
水
産
課
で

行
っ
た
被
害
調
査
で
は
簡
易
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
の
破
損
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
破
損
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
、
農

業
用
倉
庫
の
倒
壊
や
、
畜
舎
屋
根
の

破
損
、
柑
橘
類
の
落
下
、
出
荷
を
予

定
し
て
い
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の

ス
イ
カ
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
作
物
に

も
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
と
の
情
報

も
あ
り
ま
す
。

問 

資
材
や
肥
料
、
燃
料
等
物
価
の

高
騰
す
る
中
で
農
家
の
生
産
作
物
収

入
単
価
は
殆
ど
変
わ
ら
な
い
状
況
で

あ
る
。
台
風
被
害
に
よ
る
収
入
減
で

農
家
の
生
産
意
欲
の
減
退
が
危
惧
さ

れ
る
。
被
害
が
あ
っ
た
の
は
ハ
ウ
ス

施
設
や
果
樹
・
野
菜
等
全
作
物
で
あ

る
。
今
後
も
行
政
が
農
家
に
寄
り
添

い
見
守
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
を
示

す
た
め
に
も
、
農
家
へ
平
等
に
行
き

届
く
支
援
策
と
し
て
農
業
振
興
補
助

金
補
助
率
を
上
げ
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

答 

村
長

　
台
風
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
農
家

へ
は
、
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
支
援
の
方
法

と
し
て
は
、
農
業
振
興
補
助
金
の
拡

充
や
生
産
資
材
購
入
に
対
す
る
補
助
、

台
風
に
よ
り
発
生
し
た
農
業
用
廃
プ

ラ
資
材
の
処
分
費
の
補
助
等
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
国
や
県
の
支
援
の
状
況
を

注
視
し
し
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問 

台
風
の
満
潮
時
に
奥
間
土
地
改

良
区
と
鏡
地
側
の
「
か
が
ん
じ
は

し
」
周
辺
の
状
況
を
確
認
し
た
。
河

川
排
水
困
難
と
な
り
氾
濫
に
よ
る
農

地
の
冠
水
や
住
宅
側
河
川
沿
い
の
道

路
冠
水
が
あ
っ
た
。
こ
の
河
川
に
は

辺
土
名
地
域
・
奥
間
地
域
・
鏡
地
地

域
か
ら
の
雨
水
が
流
れ
込
む
状
況
で

限
界
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
今
後
、

農
地
埋
め
土
を
進
め
て
い
く
と
水
嵩

が
増
し
鏡
地
集
落
内
の
一
部
浸
水

も
考
え
ら
れ
る
。
流
水
確
保
面
積
を

増
や
す
対
策
と
し
て
農
業
排
水
路
の

土
砂
や
雑
木
及
び
雑
草
の
取
り
除
き
、

鏡
地
集
落
と
隣
接
し
た
農
業
排
水
路

の
拡
幅
や
、
た
め
池
の
設
置
の
検
討
、

鏡
地
集
落
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た

め
の
生
活
環
境
整
備
の
観
点
も
含
め

て
。
中
長
期
的
な
計
画
を
立
て
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

答 

村
長

　
台
風
等
に
よ
る
大
雨
が
続
く
と
排

水
路
の
水
位
が
増
し
至
る
所
の
畑
で

冠
水
す
る
な
ど
の
影
響
が
慢
性
化
し

て
お
り
ま
す
。
改
善
を
図
る
に
は
大

掛
か
り
な
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
沖
縄
県
と
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
中
長
期
管
理
計
画
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
の
機
会
を
通
し
て
改
善
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
奥
間

土
地
改
良
区
に
は
雑
木
や
雑
草
が
茂

り
排
水
路
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

箇
所
も
散
在
し
て
い
る
の
を
確
認
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
対
処
方
法
な
ど

に
つ
い
て
管
理
組
合
と
調
整
し
、
改

善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問 

今
後
の
民
泊
事
業
の
需
要
の
推

移
を
村
と
観
光
協
会
で
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
。
増
え
る
可
能

性
が
十
分
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
受

入
れ
世
帯
の
確
保
含
め
体
制
づ
く
り

の
再
構
築
に
向
け
て
の
計
画
を
進
め

て
い
る
の
か
伺
う
。

答 

村
長

　
今
後
の
民
泊
事
業
の
需
要
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
と
同

等
も
し
く
は
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
村
内
の
受
入
れ
世
帯
は
高
齢

化
等
に
よ
り
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　
直
近
で
は
、
新
規
の
受
入
れ
世
帯

増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
10
月
に
「
民
泊
受
入
希
望
者
向

け
説
明
会
」
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
、
観
光
協
会
と
も
連
携
し
、

既
存
の
受
入
れ
世
帯
の
フ
ォ
ロ
ー
と

新
規
の
受
入
れ
世
帯
を
ど
の
よ
う
に

増
や
し
て
い
く
の
か
協
議
が
必
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大田	孝佳
議員

台
風
等
被
害
に
対
す
る

農
家
支
援

民
泊
事
業
の
再
構
築
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問 

今
回
も
停
電
は
長
時
間
に
及
ん

だ
。
村
内
で
も
集
落
に
よ
っ
て
復
旧

に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま

で
も
特
に
東
部
エ
リ
ア
は
長
時
間
の

停
電
で
地
域
住
民
は
不
安
と
疲
弊
感

に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
岸
田
総
理
が

首
里
城
で
の
発
表
で
や
ん
ば
る
国
立

公
園
の
観
光
振
興
や
、
台
風
被
害

を
踏
ま
え
た
電
線
地
中
埋
設
の
話
が

あ
っ
た
。
ヤ
ン
バ
ル
に
は
国
立
公
園
、

世
界
自
然
遺
産
が
あ
る
。
今
、
国
立

公
園
の
林
道
の
所
で
写
真
を
撮
っ
た

ら
必
ず
電
柱
と
電
線
が
写
る
。
景
観

上
も
よ
く
な
い
。
そ
の
電
線
が
台
風

時
断
線
し
て
停
電
を
し
て
い
る
。
強

く
訴
え
る
こ
と
の
で
き
る
一
つ
の
要

素
だ
と
考
え
る
が
、
村
の
考
え
方
は

ど
う
か
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
北
部
市
町
村
会
そ
れ
か
ら
北
部
振

興
会
の
中
で
、
去
る
9
月
8
日
に
沖

縄
電
力
の
社
長
、
そ
れ
か
ら
総
合
事

務
局
の
局
長
と
お
会
い
し
、
今
回
の

台
風
に
よ
る
停
電
へ
の
取
組
に
つ
い

て
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
要

請
内
容
と
し
て
も
、
今
話
さ
れ
て
い

る
地
中
無
電
柱
化
な
ど
、
北
部
地
域

に
お
い
て
全
体
的
に
強
靭
化
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
と
、

停
電
が
万
一
発
生
し
た
場
合
に
長
時

間
の
停
電
と
な
ら
な
い
よ
う
に
迅
速

な
対
応
を
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

私
と
し
て
も
、
国
立
公
園
に
も
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
要
望
は
行
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
要
請
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答 

宮
城
明
正 

副
村
長

　
今
回
の
台
風
、
強
風
に
る
断
線
の

影
響
だ
と
認
識
を
し
て
お
り
、
電

線
の
地
中
化
は
一
つ
の
停
電
対
策
に

対
す
る
有
効
な
手
段
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
国
立
公
園
、
世
界
自
然
遺
産

の
地
域
で
、
観
光
危
機
管
理
を
考
え

た
と
き
に
は
電
力
の
普
及
を
早
期
に

解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
沖
縄
県
の

“
〜
美
ら
島
沖
縄
〜
花
と
樹
木
の
沿

道
景
観
計
画
”
で
県
民
や
観
光
客
に

印
象
を
与
え
る
効
果
が
高
い
ル
ー
ト

を
選
定
し
て
い
く
計
画
も
あ
り
、
そ

こ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

問 

本
年
6
月
議
会
一
般
質
問
で
、

楚
洲
あ
さ
ひ
の
丘
の
「
生
活
支
援

ハ
ウ
ス
」
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
職
員
離
職
後
の
職

員
確
保
が
で
き
ず
福
祉
サ
ー
ビ
ス
低

下
が
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
指

定
管
理
者
と
の
情
報
交
換
、
話
し
合

い
を
進
め
て
く
と
の
村
長
答
弁
が

あ
っ
た
。
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答 

村
長

　
8
月
16
日
に
理
事
長
と
施
設
長
か

ら
令
和
6
年
度
の
指
定
管
理
の
見
送

り
を
文
書
で
提
出
さ
れ
受
け
て
お
り

ま
す
。

　
楚
洲
あ
さ
ひ
の
丘
は
東
部
地
区
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
拠
点
施
設
で
あ

り
、
次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
運
営

出
来
る
よ
う
、
今
後
は
新
た
な
指
定

管
理
の
受
託
先
の
確
保
と
、
安
定
的

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
体
制
が
構
築
で

き
る
よ
う
現
在
、
庁
内
で
検
討
し
て

お
り
今
後
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問 

観
光
は
総
合
産
業
で
あ
る
と
よ

く
言
わ
れ
る
。
や
ん
ば
る
国
頭
に
も

世
界
自
然
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し

た
農
業
の
骨
太
化
に
つ
な
が
る
企
業
、

あ
る
い
は
6
次
産
業
化
や
観
光
の
総

合
産
業
に
つ
な
が
る
よ
う
な
一
次
加

工
、
二
次
製
品
化
の
会
社
誘
致
に
対

す
る
可
能
性
を
形
に
す
る
よ
う
な
考

え
方
が
村
当
局
に
あ
る
の
か
伺
う
。

答 

田
場
盛
久 

農
林
水
産
課
長

　
今
、
地
産
地
消
協
議
会
を
中
心
に
、

走
り
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
計
画

案
を
近
日
中
に
仕
上
げ
、
基
本
計
画

は
一
括
交
付
金
等
を
活
用
し
て
、
ス

タ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 

副
村
長

　
観
光
産
業
は
裾
野
が
広
い
、
製
造

業
が
国
頭
村
に
少
な
い
こ
と
も
含
め

て
加
工
施
設
整
備
は
必
要
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
農
業
作
物
の
安
定
的

な
可
能
性
は
大
で
あ
ろ
う
し
、
農
家

の
皆
さ
ん
を
手
助
け
す
る
よ
う
な
形

の
農
業
政
策
、
6
次
産
業
化
、
観
光

総
合
産
業
に
向
け
て
取
り
組
め
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

山川	安雄
議員

台
風
時
の
停
電
対
策

楚
洲
あ
さ
ひ
の
丘
運
営
の

課
題
対
策

観
光
振
興
の
現
状
と
課
題
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一般質問9月の定例議会

答 

村
長

　
登
山
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
土

地
所
有
者
の
同
意
の
他
、
登
山
道
管

理
者
の
指
定
、
管
理
方
法
の
確
立
な

ど
、
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
登
山
道
の
安

全
の
た
め
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
少

な
か
ら
ず
必
要
で
あ
る
と
認
識
を
し

て
お
り
ま
す
。
本
村
に
お
け
る
登
山

道
の
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
関
係
機
関
と
連
携
し
調
整
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問 

沖
縄
本
島
西
海
岸
で
は
、
最
多

の
海
ガ
メ
産
卵
が
調
査
確
認
さ
れ
て

い
る
貴
重
な
謝
敷
海
岸
保
全
対
策
は
、

次
世
代
に
継
ぐ
大
切
な
行
政
の
重
要

な
責
務
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
を

共
有
さ
れ
て
、
今
回
の
国
道
58
号
謝

敷
海
岸
護
岸
災
害
復
旧
の
事
案
を
契

機
に
国
道
事
務
所
、
沖
縄
県
、
環
境

省
の
関
係
機
関
と
こ
れ
ま
で
の
調
査

資
料
を
基
に
浸
食
に
よ
る
謝
敷
海
岸

消
滅
の
危
機
的
な
事
態
悪
化
の
進
行

を
解
消
す
る
た
め
に
、
現
地
調
査
を

踏
ま
え
て
謝
敷
海
岸
保
全
対
策
の
建

設
的
な
協
議
会
の
開
催
を
呼
び
か
け

働
き
か
け
で
き
な
い
か
伺
う
。

問 

さ
き
の
6
月
定
例
議
会
で
村
長

の
答
弁
で
は
、
様
々
な
状
況
等
を
踏

ま
え
て
再
度
ま
た
課
長
会
議
等
で
議

論
を
し
て
検
討
し
た
い
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
伺
う
。

答 

知
花
靖 

村
長

　
来
年
3
月
に
村
長
選
挙
も
予
定
し

て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
5
月
12
日
と

6
月
19
日
の
課
長
会
議
で
も
審
議
し

た
結
果
、
今
年
度
は
見
送
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

問 

村
内
の
世
界
自
然
遺
産
指
定
地

及
び
周
辺
の
国
有
林
、
県
有
林
、
村

有
林
、
私
有
林
に
は
、
各
樹
種
の
巨

樹
が
生
育
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態

を
国
頭
村
森
林
組
合
に
調
査
委
託
を

し
て
、
地
図
上
に
幹
周
り
、
樹
高
な

ど
を
記
録
し
て
、
そ
れ
を
基
に
し
た

巨
樹
ル
ー
ト
散
策
マ
ッ
プ
作
成
な
ど

を
行
い
、
新
た
な
地
域
資
源
を
発
見

し
、
自
然
の
豊
か
さ
を
体
感
で
き
る

森
林
ツ
ア
ー
な
ど
に
有
効
に
利
活
用

で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
て

推
進
の
実
現
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答 

村
長

　
巨
樹
ル
ー
ト
散
策
マ
ッ
プ
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
不
特
定
多
数
に
及
ぶ

所
有
者
の
特
定
や
土
地
使
用
に
関
す

る
課
題
、
整
備
に
係
る
費
用
に
対
す

る
課
題
も
あ
る
上
、
仮
に
実
現
で
き

た
と
し
て
も
遭
難
や
事
故
、
維
持
管

理
に
係
る
費
用
の
面
な
ど
懸
念
さ
れ

る
課
題
も
多
い
た
め
、
現
時
点
で
の

巨
樹
散
策
マ
ッ
プ
作
成
の
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

問 

尾
西
岳
、
西
銘
岳
、
伊
部
岳
、

照
首
岳
、
フ
ェ
ン
チ
ヂ
岳
、
与
那
覇

岳
等
の
国
頭
村
の
主
要
な
山
頂
へ
の

安
全
と
自
然
環
境
保
全
に
配
慮
し
た

登
山
道
を
早
期
に
整
備
し
、
村
民
及

び
観
光
客
の
快
適
な
森
林
ツ
ア
ー
の

質
向
上
と
利
活
用
の
推
進
を
図
る
た

め
関
係
機
関
と
連
携
し
て
実
現
を
求

め
て
登
山
道
整
備
計
画
は
あ
る
の
か

伺
う
。

答 

村
長

　
令
和
5
年
8
月
に
沖
縄
県
土
木
建

築
部
と
北
部
市
町
村
と
の
行
政
懇
談

会
で
謝
敷
海
岸
の
保
全
対
策
に
つ
い

て
の
要
望
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
謝
敷
海
岸
は
、
一
般
公
共
海
岸
区

域
と
な
っ
て
お
り
、
自
然
環
境
の
保

全
や
公
共
施
設
の
機
能
維
持
の
観
点

か
ら
、
海
岸
管
理
者
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
が
可
能
か
、
引
き
続
き
環

境
部
局
等
の
関
係
機
関
と
の
意
見
交

換
、
情
報
共
有
等
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
村
と
し
て
も
今
後
と
も
情
報
共
有

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

t問 

今
後
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
の

利
活
用
及
び
管
理
運
営
の
見
直
し
計

画
は
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答 

村
長

　
今
後
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定

管
理
者
と
も
意
見
交
換
を
重
ね
て
お

り
、
見
直
し
計
画
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
・
事
業
者
と
議
論
の
場
を
設

け
た
上
で
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

山城	正和
議員

行
政
懇
談
会
を
今
年
度
で

開
催
す
る
の
か

村
内
の
主
要
な
山
頂
へ
の

登
山
道
整
備
を
求
め
る

国
道
58
号
謝
敷
海
岸
護
岸

決
壊
の
災
害
復
旧
と

海
岸
保
全
対
策
を
求
め
る

や
ん
ば
る
学
び
の
森
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
広
場
の
管
理
運
営
の

見
直
し
計
画
は
策
定
さ
れ
て

い
る
か

村
内
の
巨
樹
調
査
実
施
と

巨
樹
ル
ー
ト
散
策
マ
ッ
プ

作
成
を
求
め
る
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　沖縄県は、地理的に台風・干ばつ等自然被害を受けやすく、森林の持つ県土保全や水源涵養等の公益的
機能の強化が重要であります。
　そのため、森林経営管理制度に基づき森林整備を進めているが、担い手不足等から適切な管理が困難な
状況となっています。
　沖縄県の森林整備は、歴史的背景から市町村有林を主体に実施しているが、財源不足から森林の持つ公
益的機能の確保が喫緊の課題となっております。
　以上のことから、下記事項の実現のため森林環境譲与税の譲与基準の見直しを強く要請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

あて先
農林水産大臣、総務大臣

　令和5年9月22日
沖縄県国頭村議会

（1）		森林整備等を着実に進め、山村地域等の再生に一層取組むことができるよう、森林の多い市町村へ
の配分を高めるよう譲与基準の見直しを行うこと。

（2）		沖縄県の森林整備は、主として市町村有林で実施していることから、譲与基準に市町村有林を追加
すること。

記

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書

　北部地域における透析治療の必要性は高まっているが、現在の状況ではシャントの手術や血管の狭窄治
療が不足しており、透析患者に適切な治療が提供できていない。早急に透析導入病院の機能向上を図り、
透析治療の利用可能性を向上させる必要がある。
　また、急性期の透析患者は、中南部の救急病院で治療を受けているが、その後の転院先が北部地区に存
在せず、透析患者の安全な受け入れと適切な治療の提供を確保するため、急性期透析患者の入院と転院に
関する対策を講じなくてはならない。
　更に、北部地域には夜間透析施設が存在せず、仕事を持つ透析患者の社会参加が難しい状況にあり、沖
縄県立北部病院や北部地区医師会ちゅら海クリニックにおいて夜間透析を実施できるよう、早急な対策を
求める。
　北部地域の一部の患者は中部地区の透析施設に通院せざるを得ない状況にあり、現在閉院の危機にあ
るクリニックもあり、公立北部医療センターが開業するまでの期間において、空白を生まないよう透析ベッ
ド数の確保が必要である。
　北部地区における腎臓病患者の生活の質を向上させ、腎臓病患者の医療福祉向上と安心した生活を送る
ための実現に向けて、国頭村議会は危機的状況にある北部地域の透析診療への早急な支援を下記のとお
り、強く要請する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

宛先　沖縄県知事

　令和5年9月22日
沖縄県国頭村議会

1．透析導入病院の機能向上に早急に対応すること。
2．急性期透析患者の入院と回復までの転院先を確保すること。
3．夜間透析のできる施設を設置すること。
4．透析難民を出さない為にも相応の透析ベッド数を確保すること。

記

北部地区における透析診療に関する意見書
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古道の探索を体験させる

議会傍聴へのおさそい

村議会は3月・6月・9月・12月と年4回の定例議会が開催さ
れます。12月定例会は12月11日（月）開会予定です。日程が決
まり次第、ホームページでお知らせいたします。
※役場1階ロビーのテレビでも議会を視聴することができます。

一般質問通告書の質問・答弁を
基本に（会議録に基づき）各議
員でまとめ、議会広報委員会が
確認したものを掲載しています。

一般質問の内容は

史実に基づく首里城正殿の復元に国頭村産の木材活用を求
めた結果、１０月２７日ウラジロガシ２本が正殿の中央にある
王座の真上に小屋丸太梁として据え付けられたと報道され喜
びにたえない。

先人が残した古道を探索すると開墾地跡や住居跡、
猪垣、猪落し穴、炭焼跡地、藍壺や沖縄戦の防空壕な
ど幾多の山での生活史を伝える遺物がある。

樹幹３メートル超える、巨樹を近くで観察できるな
ど自然豊かな山中に先人が汗と苦労で踏み固めた古道
は、英知の結集であり今日でも草木も生えない散策道
として活用できる。地域の先輩方が古道の価値を再認
識して是非とも若い世代を現地案内され、地域の大切
な資源として保全と利活用を図ってもらいたい。

山城 正和

毎年度輪番制で各村議会が議員・事務局職員研修
会を開催。今年度は１０月２０日に東村にて研修会を開
催いたしました。講師に消防防災航空隊操縦士「金森
一郎」氏を招き、防災ヘリについての講演会と視察研修
として東村総合
農産加工施設を
訪問しました。
今後の議会活
動等へ参考とな
る大変有意義な
研修会となりま
した。

国頭村・大宜味村・東村

北部三村議会連絡協議会で
こんなことやってます!!

古道散策の様子
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